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文京キャンパス  文京区小石川 5-10-12 

①本学 Web サイトの申込フォーム 

からお申込ください。 

②振込案内、申込内容がメールで自動返信されます。 

③受講料を金融機関よりお振込みください。 

④ご入金を確認後、受講日の前日までにはご登録の 

メールアドレス宛に授業案内のメールをお送りいたします。 

大学院教務課(inkyoumu@jcsw.ac.jp)からのメールを 

受信できるようにしておいてください。 

 

※内容が若干変更になる場合があります。 

 

東京メトロ丸ノ内線 

茗荷谷駅下車 
徒歩 5 分 

お
申
込
み
方
法 

企画・進行 

ゲスト講師 

講座Ｒ１ 

高齢重度知的障害者の看取りを通して、本人の意思形成支援を考える研修です。 

高齢化の現状、看取りの実態、看取り導入マニュアル、意思決定支援や ACP、緩和ケア、 

専門職の役割を学びます。 

グループワークでは、重度知的障害者の意思表出や死の受け止め、豊かで幸せな生涯を 

支える支援について検討し、日々の支援の視点を見直す機会とします。 

●日時：10/24 
13:30～16:30 

●授業形態：対面 
(本学文京キャンパス) 

●定員：30 名 ※定員になり次第締切 
●受講料：2,000 円(税込) 

13:30～14:15 

講義 1 

・高齢知的障害者とは 

・高齢知的障害者の看取りの現状 

・知的障害者看取り導入マニュアルの紹介 

 

土 

鶴岡
つ る お か

 浩樹
こ う き

 
（本学教授） 

専門：地域医療、プライマリ・ケア、在宅医療、多職種連携 

福祉人材育成、EBM、介護ロボット 

資格等：博士（医学）、認知症サポート医、日本医師会認定産業医 

担当科目：在宅療養支援の方法、福祉人材育成論、福祉と疾病、 

高齢者支援・医療分野事例研究 他 
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日本社会事業大学 大学院教務課   042-496-3106    inkyoumu@jcsw.ac.jp お問合せ 

14:15～14:45 

グループワーク

1 
14:55～15:40 

講義 2 

・意思決定支援、ACP の現状と今後 

・障害特性や障害支援現場の緩和ケア 

・高齢化や看取りに関連した看護師の役割 

・オーストラリアと日本の看取りの比較 

 
15:40～16:10 

グループワーク 2 

16:10～16:30 

全体討議 

国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 

研究・人材養成部 

参事／研究員 

 

 

 


